
令和３年度事業報告 
 

１ 事業運営 

長岡リリックホール開館２５周年、そして財団設立２５周年の節目の年となった

令和３年度は、開館当時から継続して取り組んできた市民の芸術文化活動支援の集

大成として、世界的に活躍する長岡市出身アーティストの招へいや、活発な市民芸

術文化団体と第一線で活躍する演奏家らとの共演事業などを実施した。中でも、長

岡市出身でフィンランド放送交響楽団・首席フルート奏者の「小山裕幾リサイタル」

に合わせ開催した中高校生向けのワークショップや、悠久太鼓長岡青悠会・光悠会

が、太鼓芸能集団「鼓童」の直接指導を受け、合同演奏を行った特別公演などは、

トップアーティストの迫力に直に触れ、交流する貴重な機会となった。 
また、「開館記念コンサート」として取り組んだ市民プロデュースによるオペラ

制作では、長岡を代表するソプラノ歌手２名が主役を務め、地元出身の演奏家が集

結するなど、多くの市民の力で上演され、将来への広がりを感じさせる記念事業と

なった。 
令和３年度全体の取組みとしては、一年を通じて新型コロナウイルス感染症の影

響が続いた年となったが、そのような状況下でも、市民の皆様から安心して芸術文

化を楽しんでいただけるよう、各種ガイドラインを基に徹底した感染予防対策に努

め、積極的な事業の実施とホールの運営を行った。 
事業の実施にあたっては、多世代の市民の皆様に広く芸術文化の鑑賞と体験の機

会を提供するため、市民ニーズの高いオーケストラ公演や、ジャズ、ポップス、伝

統芸能など様々なジャンルの公演、道の駅ながおか花火館、地域のコミュニティセ

ンターなど各地の会場に出向いてのコンサートなど、多彩な内容で実施した。 
特に、未来を担う子どもたちの人材育成事業に積極的に取り組み、市立劇場で開

催した「ＮＨＫ交響楽団長岡特別演奏会」では、一流の演奏により子どもたちの豊

かな感性を育むため、長岡市米百俵財団の支援を受けて青少年鑑賞シートを提供し

た。また、小中学校への訪問コンサートについては、地元音楽家のご協力を得て、

感染対策に慎重に配慮しながら３２校４４公演を実施し、間近で生の演奏を聴くこ

との素晴らしさを多くの児童、生徒に体感してもらうなど、子どもたちの体験機会

の拡大を図った。 
３年目となる「アフィニス夏の音楽祭事業」は、政府による感染対策のための渡

航制限から海外の演奏家が来日できず、オンラインを活用したセミナー&音楽会を

開催した。交流プログラムとして実施した地元の音楽指導者が協力して楽曲に挑む 
サマーコンサートや、長岡花火のプロジェクションマッピング映像とコラボレーショ 
ンした長岡少年少女合唱団ミニコンサートは、子どもたちをはじめ多くの来場者に

感動を届けた。 
このように、引き続く感染症の影響を受けながらも、必要な対策を取りながら、

市民の芸術文化活動の継続とさらなる発展を図るため、未来を見据えた人材育成と

市民サービスの向上に努めた。 



≪公益目的事業≫ 

① 自主文化事業 
長岡リリックホール及び長岡市立劇場の特性に合わせ、幅広いジャンルの質の

高い芸術文化公演を鑑賞する機会を提供するため、音楽、演劇、伝統芸能など、

２９事業３３公演を企画した。このうち、感染症の影響により、３事業を中止又

は延期したが、その他公演については、感染状況を踏まえて対策を取り、市民の

皆様が心待ちにされている公演の確実な実施に努めた。 
長岡リリックホールでは、開館２５周年を記念して、日本を代表する弦楽四重

奏団「澤クヮルテット」と長岡市出身のピアニスト・大瀧拓哉の共演による演奏

会や、開館記念コンサートなどの、地元アーティストの協力による多くの事業を

開催したほか、鑑賞機会の少ない２台マリンバコンサートなど多彩なジャンルの

実力派人気公演を開催した。 
また、長岡市立劇場では、人気俳優出演による演劇公演を皮切りに、林家三平

らによる落語公演、市川海老蔵による歌舞伎公演、市民からの要望の多い「めざ

ましクラシックス」など、マスコミ等と連携して人気公演を開催した。 

 
② 文化活動支援事業 

市民の芸術文化活動を支援するための１８事業６２公演を計画したが、このう

ち、感染症の影響から、やむを得ず１事業を中止した。その他事業については、

開催時期や実施方法の変更により感染対策を徹底して実施し、活動の継続支援と

内容の充実に取り組んだ。 
継続事業である「仲道郁代プロデュース『三善晃記念 響き合うピアノ』」は、

３回目の開催となり県外からの申込みも増加し、注目度が高まってきている。

レッスンを経た受講生の成長や、過去の受講者も自ら聴講に訪れる様子からも、

仲道郁代の丁寧な指導や将来の音楽活動に向けた助言が、受講者の心に強く響い

ていることが伺える。 
感染症の影響により３年ぶりの開催となった「一日限りの吹奏楽部 in 長岡」に

は定員を上回る申込みがあり、参加者は久しぶりの合奏体験を心から楽しんでい

る様子だった。 
ジュニア育成事業では、合唱、ミュージカル、弦楽器の３事業を継続的に実施

した。各部門の講師とともに感染対策を慎重に検討しながら、子どもたちの練習

意欲に応え、充実した練習と発表の機会を設けていくことができた。 
  
③ 情報収集提供事業及び調査研究事業 

リニューアルした広報紙「Lyric Colors」の発行、情報ラウンジの運営として

チケット販売をはじめとする各種サービスの提供、芸術関係雑誌・資料の収集と

提供を行った。 
また、オンラインによる職員研修や新潟県文化振興財団主催「文化事業情報交

換会」等へ参加し、長岡市内外の文化事業開催状況の情報収集に努めた。 



④ 友の会事業 
地域文化の向上への寄与を目的に、会員の勧誘、入会手続き、メールマガジン

の配信、各種サービスの提供などを実施している。令和３年４月から、チケット

販売のシステム化に伴い、会員サービスをリニューアルし、名称を「リリックメ

ンバーズクラブ」とした。 
会員数は令和４年３月３１日現在、１，０１２人となった。（令和３年３月３１

日  個人会員５９０人、ペア会員３２３組６４６人、合計１，２３６人。） 

 
⑤ 施設提供事業 

  地域に根ざした創造的な市民芸術活動を支援するため、芸術文化活動の拠点と

なる長岡リリックホール及び長岡市立劇場について、指定管理者として管理運営

を行い、芸術文化活動に対して施設の貸与を行った。 
  新型コロナウイルス感染症の影響により、長岡リリックホール・長岡市立劇場

ともに、入場者数は従来に比して５~６割程度となったが、利用率では、令和２

年度より大きく回復し、芸術文化活動を再開する団体が増えてきたことが伺える。 

施設の貸与に当たっては、劇場、音楽堂等における感染拡大防止ガイドライン

等を踏まえ、施設内の感染対策を徹底強化したほか、安心してご利用いただける

よう利用団体と綿密な打ち合わせを行ったり、学校活動への積極的な支援を行う

など、地域の芸術文化活動の下支えに努めた。 
  また、長岡リリックホール開館２５周年を記念して、１２月１８日・１９日に

お楽しみイベントを開催し、家族連れを中心に２日間で約５３０人の参加があっ

た。施設での思い出を掲載するコーナーのほか、ピアノやドラムの演奏体験、ク

イズ、ポイントラリーなどにより、２５周年の感謝の気持ちを伝えるとともに施

設の魅力をＰＲし、芸術文化に気軽にふれていただける取組みとなった。 

 
 

≪収益事業≫ 

① 公益目的以外の施設貸与事業 

長岡リリックホール及び長岡市立劇場について、施設利用者へのサービスの充

実を図るため、公益目的以外の活動に対しても施設の貸与を行った。感染症対策

を徹底した利用にご協力をいただいた。 

 
② 施設利用者に対する付帯サービス事業 

施設利用者の便宜を図り、広く舞台芸術鑑賞の機会を促すため、当財団主催以

外の公演についてチケットの受託販売を行った。 



























【参考】施設提供事業総括 

 

ア 概 要 

①  長岡リリックホールの利用状況 

・令和３年度の各施設の利用率は、コンサートホール 73.6％（前年度 65.6％）、

シアター62.5％（前年度 38.9％）、スタジオ 50.8％（前年度 41.1％）であ

り、前年度に比べ全体的に増加した。 

・令和４年１月下旬から３月上旬にかけて新潟県全域にまん延防止等重点措

置が発令されるなど、一年を通して新型コロナウイルスの感染拡大が続き、

利用の中止・延期が多く見られた。主催者と綿密な打ち合わせを行い、感

染対策を徹底して安心安全な催事運営のための取組みを継続し、市内小中

学校をはじめ、ピアノやダンス発表会の利用を中心に多くの催事が開催さ

れた。 

・スタジオは、感染拡大防止のために活動を自粛していた団体が、少しずつ

活動を再開されており、利用率は前年度に比してやや回復した。 

・使用料金の収入額は、約 2,160 万円（前年度約 1,592 万円）で前年度より

増加し、感染症拡大前の状況の７割ほどに回復してきている。 

 

  ② 長岡市立劇場の利用状況 

・令和３年度の各施設の利用率は、大ホール 55.5%(前年度 37.2%)、小ホール

49.4%(前年度 33.2%)、大会議室 45.2%(前年度 30.9%)、中会議室 27.3%(前

年度 18.5%)、小会議室 27.1%（前年度 15.1%）であり、いずれも前年度に

比べ増加した。 

・大ホールは感染症対策を踏まえた催事運営が定着し、特に 9～12 月は校内

合唱コンクールや吹奏楽部の発表会等の活動を中心に利用率は 8～9割と

高かった。 

・小ホール及び会議室については、感染症の影響で使用が制限されているさ

いわいプラザの会場から移動した、会議等での利用が多く見られた。 

・使用料金の収入額は、約 1,979 万円（前年度約 988 万円）で前年度より増

加し、感染症拡大前の状況の７割ほどに回復してきている。 

 



















（３）理事会に関する事項 

第１回 令和３年６月１０日（木曜日） 

［議案］ 

１ 令和２年度事業報告について        【事務局案のとおり承認】 

２ 令和２年度収支決算について        【事務局案のとおり承認】 

３ 評議員選定委員の選任について       【事務局案のとおり承認】 

４ 評議員候補者の推薦について        【事務局案のとおり承認】 

５ 第１回評議員会の招集及び議案について  【事務局案のとおり承認】 

 

第２回 令和３年６月３０日（水曜日）  書面決議 

  ［議案］ 

１ 代表理事（理事長・副理事長）の選定について【事務局案のとおり承認】 

２ 業務執行理事（専務理事）の選定について  【事務局案のとおり承認】 

 

第３回 令和３年１０月２８日（木曜日） 書面決議 

  ［議案］ 

１ 役員（理事）の選任について        【事務局案のとおり承認】 

２ 第２回評議員会の招集手続の省略と決議事項について 

【事務局案のとおり承認】 

 

第４回 令和３年１１月１日（月曜日）  書面決議 

  ［議案］ 

１ 代表理事（副理事長）の選定について    【事務局案のとおり承認】 

 

第５回 令和４年３月１６日（水曜日） 

  ［議案］ 

１ 令和３年度収支補正予算について       【事務局案のとおり承認】 

２ 令和４年度事業計画について         【事務局案のとおり承認】 

３ 令和４年度収支予算並びに資金調達       【事務局案のとおり承認】 

及び設備投資の見込みについて 

    ４ 財団規程の改正について           【事務局案のとおり承認】 

５ 評議員候補者の推薦について        【事務局案のとおり承認】 

６ 第３回評議員会の招集及び議案について   【事務局案のとおり承認】 

 

 

 



（４）評議員会に関する事項 

第１回 令和３年６月３０日（金曜日） 

  ［議案］ 

１ 令和２年度事業報告について         【事務局案のとおり承認】 

２ 令和２年度収支決算について         【事務局案のとおり承認】 

３ 理事の選任について             【事務局案のとおり承認】 

４ 監事の選任について             【事務局案のとおり承認】 

 

第２回 令和３年１０月３１日（日曜日）  書面決議 

  ［議案］ 

１ 役員（理事）の選任について         【事務局案のとおり承認】 

 

第３回 令和４年３月２９日（火曜日） 

  ［議案］ 

１ 令和３年度収支補正予算について      【事務局案のとおり承認】 

２ 令和４年度事業計画について        【事務局案のとおり承認】 

３ 令和４年度収支予算並びに資金調達       【事務局案のとおり承認】 

及び設備投資の見込みについて 

４ 財団規程の改正について          【事務局案のとおり承認】 

５ 理事の選任について              【事務局案のとおり承認】 

 

 


